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町
で
は
、
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
、
昨
年
11
月
に
第
１
回
会
議
を

開
催
し
、
３
月
の
第
５
回
会
議
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
第
１
回
、
第
２
回
会
議

の
内
容
は
、す
で
に
「
広
報
き
く
よ
う
」
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。
こ
こ
で
は
、

第
３
回
か
ら
最
終
の
第
５
回
ま
で
に
出
た
意
見
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
３
回
か
ら
第
５
回
ま
で
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

協働

•
駐
車
場

公
園
利
用
者
や
鼻
ぐ
り
井
手
見
学
者
の

た
め
の
駐
車
場

※

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
際
の
臨
時
駐
車
場
と

し
て
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保

•
そ
の
他　

あ
ず
ま
や
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
自
動
販

売
機
な
ど
を
設
置

■
今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
施
設

の
管
理
方
法
や
施
設
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
予
定
で
す
。

■
整
備
予
定
地

　

委
員
会
で
、
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
南
側（
左

図
参
照
）を
整
備
予
定
地
と
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

■
整
備
内
容

•
広
場

イ
ベ
ン
ト
や
運
動
な
ど
が
行
え
る
。
地

域
住
民
交
流
や
憩
い
の
場
と
し
て
活
用

•
建
物

管
理
施
設
と
併
せ
て
、
白
水
地
区
の
地

域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
建
設
。

ま
た
、
ト
イ
レ
も
併
設
予
定

予定地

県
道
曲
手
原
水
線

県
道
曲
手
原
水
線

県
道
曲
手
原
水
線

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

菊陽南
小学校
菊陽南
小学校
菊陽南
小学校

生
涯
学
習
課
が
中
央
公
民
館
内
に
移
転
し
ま
し
た

問 

生
涯
学
習
課　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

移転
　

生
涯
学
習
課
が
、
役
場
２
階
か
ら
中
央

公
民
館
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
移
転
に
伴
い
、
菊
陽
町
体

育
協
会
事
務
局
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
き
く

よ
う
事
務
局
も
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

■
移
転
場
所

〒
８
６
９－

１
１
０
３

菊
陽
町
大
字
久
保
田
２
５
９
８

菊
陽
町
中
央
公
民
館
１
階

電　

話
：（
２
３
２
）４
９
１
７

※

従
来
と
変
更
な
し

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
２
３
２
）２
１
５
６

※

中
央
公
民
館
と
共
用

▲会議風景

町
が
設
置
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、
町
内
巡
回
バ
ス
の
見
直
し
を
中
心

に
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

公共
交通

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く

上
で
の
課
題
を
把
握
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

高
齢
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
が
公
共
交
通
で

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
な
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

見
直
し
の
経
過
や
概
要
な
ど
は
、
随
時
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
広
報
き
く
よ
う
」

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
公

共
交
通
は
、
鉄
道
・
路
線
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
・
町
内
巡
回
バ
ス
の
４
種
類
が
あ
り

ま
す
。
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
が
よ
り
一
層
向

上
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
本
年
度
か
ら

町
内
巡
回
バ
ス
の
見
直
し
を
中
心
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

町
内
巡
回
バ
ス
は
、
平
成
14
年
に
運
行

を
開
始
し
、
平
成
19
年
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
で
は
新
し
い

住
宅
地
や
道
路
の
建
設
が
進
み
、
町
の
姿

は
日
々
変
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
中
旬
に
全
戸
配
布
し
て
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

こ
れ
か
ら
行
う
検
討
の
土
台
と
な
る
も
の

で
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
開
催
し
た
会
議
で
は
、
皆
さ
ん
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
皆
さ
ん
が
ど
こ

で
買
い
物
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
病
院

に
通
院
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
生
活
実

態
を
分
析
し
、
現
在
提
供
し
て
い
る
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
を
そ
れ
と
合
わ
せ
て
分
析

▲町内巡回バス。前面の旗（赤茶色）が目印です

光
の
森
複
合
施
設
の
基
本
設
計
に
関
す
る
報
告

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

複合
施設

り
や
面
積
な
ど
を
勘
案
し
、
設
計
会
社
と

の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
施
設
に
必
要
な

機
能
を
ま
と
め
、
全
体
像
を
作
り
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
に
は
井
田
委
員
長（
県
立
大

教
授
）と
西
田
副
委
員
長（
区
長
会
代
表
）

が
町
を
訪
れ
、
検
討
委
員
会
が
ま
と
め
た

報
告
書
を
町
長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
基
本
設
計
に
基
づ
き
実
施
設

計
を
作
成
し
、
平
成
25
年
度
中
の
着
工
、

平
成
26
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
施
設

の
運
用
面
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
、
地

域
や
住
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
第
１
回
会
議
を
開
催
し
、

約
半
年
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
た
検
討
委

員
会
も
、
３
月
27
日
の
第
７
回
会
議
で
最

終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
ま
た
は
各
団

体
の
代
表
者
13
人
で
構
成
さ
れ
た
検
討
委

員
会
は
、
毎
月
会
議
を
行
い
、
複
合
施
設

の
基
本
設
計
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
特
に
地
域
交
流
と

子
育
て
支
援
は
、
施
設
の
大
き
な
柱
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
た
め
県
外
施

設
を
見
学
し
、
玄
関
か
ら
各
諸
室
ま
で
の

動
線
や
採
光
の
方
法
、
駐
車
場
の
広
さ
な

ど
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
間
取

▲井田委員長から町長に報告書が渡される

▲模型を囲んで活発に議論する委員

 菊陽町中央公民館１階

生涯学習課

町体育協会および
スポーツクラブ
きくよう事務局ロビー

正面玄関

中央公民館
事務室

中部小 役場

〒

中央公民館町
民
体
育
館

菊陽中

ト
イ
レ

鼻ぐり井手公園鼻ぐり井手公園


